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M.K. Gandhi on Gujarati Language and Literature
Isaka Riho*
This paper analyzes M.K. Gandhi’s ideas on Gujarati language and literature.  It aims 
to understand what kind of language and literature he tried to create and what infl uence 
his attempts had on Gujarati society, both in his own time and in later periods.  Gandhi 
stressed the importance of developing a language and literature which all people, 
regardless of educational background and religious affi liation, could share in common.  
Thus he repeatedly advocated ‘simple’ Gujarati and encouraged writers to develop 
literature for the ‘people’.  Yet, at the same time, his ideas on ‘correct’ Gujarati and 
‘useful’ literature often refl ected those of high-caste Hindu literati.  Furthermore, in his 
‘experiment’, Gandhi assigned these literati a leading role, and thus contributed to the 
enhancement of their leadership.  This, in turn, often resulted in the imposition of their 
conceptions of language and literature on those who did not share them.  Although 
Gandhi’s infl uence can be still observed in post-colonial Gujarat, it is also important 
to take note of more recent attempts among the Adivasis and the Kachchhis to educate 
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 2） The Collected Works of Mahatma Gandhi, 100 vols（New Delhi: The Publications Division, Government of India, 
1958-1994）［以下，CWMG］．英語，ヒンディー語版（ともに全 100巻）はインド政府から出版されている．
グジャラーティー語版は，グジャラート州アムダーヴァード（アフマダーバード）市にあるナヴァジーヴァ
ン・トラスト（Navajivan Trust）から，Gandhijino Akshardeh: Mahatma Gandhinam Lakhano, Bhashano, Patro 









 4） 言語問題に関するガーンディーの言葉を集めた出版物としては，［Gandhi 1956; Prabhu 1958］などがある．ま
た，このテーマを扱った研究のうち，最近のものには，［Lelyveld 2001; 藤井 2000］などがある．
 5） ［Munshi 1935; Jhaveri 1978; Dave 2005, 2006］などを参照．


















1994: 104, 144, 246, 269-270, 1995a: 95, 131, 220, 242-243; ガーンディー 2005a: 159, 213-
214, 2005b: 86, 119-121］．その態度はときには頑なともいえるほどであり，国民会議派の指
導者ゴーカレーが 1912年に南アフリカを訪問した際にも，インド人のみの集まりでは英語
ではなくマラーティー語で演説をすることを彼に強く促し，承諾させている［Gandhi 1994: 
















































年次以降は英語による授業が行われていた［Government of Bombay 1958: 160］．グジャラー
ティー語で書かれたガーンディーの自叙伝（『真理の実験，あるいは自叙伝』，1925-29年10））




なり，苦労した経験をもつ［Gandhi 1995d: 14, 1992: 18; ガーンディー 2000a: 50］．英語で
はなく母語を使用すべきであるとする根拠として，ガーンディーは，外国語による教育は効
率が悪く子供たちへの負担も大きいうえ，彼らの創造性を退化させ，「単なる模倣者」を生み
出すと主張している［GA 14: 19-20; CWMG XIV: 14-15］．また，彼の見解では，英語による




















いを除けば同一の言語であった［GA 14: 26; CWMG XIV: 24］．なお，ガーンディーはここで
は「ヒンディー語」という言葉を用いているが，1920年ごろからは，「ヒンディー語」に代え
10） 『真理の実験，あるいは自叙伝』はまず，1925-29年に『ナヴァジーヴァン』紙に連載され，これをまとめたもの




発展した過程については，［King, C. R. 1994］参照．











うえで，それまでの間はウルドゥー文字の使用も認めるべきであるとしている［GA 14: 27; 
CWMG XIV: 25］．実は，ガーンディーはこのグジャラート教育会議とは別の機会に，デー
ヴァナーガリー文字をヒンディー語のみならず，インドの全ての言語について用いることま



















いる［GA 14: 25-26; CWMG XIV: 23-24, LX: 451］．しかし，こうした彼の見解は，マドラス
14） ガーンディーは文字の統一に関連して，ヨーロッパでは異なる言語に同じ文字が用いられていることにも注目
している．
















た会議派独自の「州」ごとに州委員会が設置されている［Report of the Thirty-fi fth Session of 




















































23） たとえば彼は，1916年 4月に，当時のグジャラートの代表的な文芸協会であるグジャラート言語協会（Gujarat 






ると主張している．彼は，19世紀後半にヨーロッパ人宣教師テイラー（Joseph Van S. Taylor）
が記した『グジャラーティー語文法』（1867年）［Taylor 1867］の言葉をたびたび引用しなが
ら，サンスクリット語の「娘」であるグジャラーティー語は貧困な言語ではないと主張してい
る［GA 14: 17-18; CWMG XIV: 12-13; GA 63: 405; CWMG LXIII: 419］．また，15世紀以降
のグジャラートにおける数々の「詩人」たちや，グジャラート近代文学の代表的詩人・作家た
ちの名前に言及しながら，グジャラーティー語の成長には限りがないと主張している［GA 9: 
517-518; CWMG IX: 459; GA 14: 24; CWMG XIV: 21］．さらに，グジャラーティー語の発展
の根拠として，その話者人口にヒンドゥー，ムスリム，パールシーという 3つのコミュニティ









らはこの辞典を参照するようにと呼びかけている［GA 40: 204; CWMG XL: 213］．また彼は，
グジャラートの教育機関がこの辞典に記された綴り方を広めることを期待し，自らも私信の中
で知人たちにこの辞典を参照するように勧めている［GA 40: 316, 324; CWMG XL: 335, 345; 
GA 45: 9; CWMG XLV: 9］．インド独立後，この『綴り辞典』で示された綴りは政府や大学に
よって認められ，グジャラートに広く普及することになる［Trivedi 1967: 191; Modi 1991: 95］．
またガーンディーは，上記のようにグジャラーティー語話者人口の多様性をグジャラー
ティー語の豊かさとして挙げながらも，同時にパールシー26）やムスリムの用いるグジャラー
ティー語に対して強い批判を展開している［Munshi 1935: Foreword, vi］．特に「パールシ ・ー
グジャラーティー語」に対する評価は厳しく，彼らがグジャラーティー語を「殺している」と
24） この教育機関においては，授業はグジャラーティー語で行われ，ヒンディー／ヒンドゥスターニー語が必修科
目として教えられた．ガーンディーの教育思想については，[Kumarappa 1951, 1953; Gandhi 1962a, 1962b; 弘
中ほか　1990]などを参照．






の表現まで用いながら，彼らの独特の発音や綴り方を批判している［GA 9: 518; CWMG IX: 




























どの「外来語」を多く含むことなどが一般に指摘されている［Grierson 1908: 392; Desai, B. N. 1918］．
28） khariは，真の，純粋な，正しい，の意．英語版では trueと訳されている．






























































た方の文学は役にたたない」と述べている［GA 63: 396-404; CWMG LXIII: 407-417］．34）





33） ガーンディーは 1920年にもグジャラーティー文学会議において類似した内容の演説を行っている［GA 17: 
287-290; CWMG XVII: 301-303］．
































































































37） ガーンディーはヒンドゥスターニー語の普及のために自らも複数の組織を設立している［Lelyveld 2001: 72; 
Orsini 2002: 361-362］．
38） 詳細については，［CWMG LXXIX: 178, LXXX: 181, LXXXII: 9; Orsini 2002: 358-365］参照．
39） インド憲法制定過程において，言語に関する条項をめぐってどのような議論が交わされたのかについては，［藤
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